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(57)【要約】
　タウリン６，０００ｍｇ、ビタミンＣ１，０００ｍｇ
、ブドウ種子抽出物１５０ｍｇ、ビタミンＢ６　１００
ｍｇ、ビオチン２ｍｇ、ビタミンＤ３　２，０００ＩＵ
及びマグネシウム８７ｍｇの１日量は、高血圧の個体に
おける血圧を１０ｍｍＨｇ超低下させることが判明した
。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ブドウ種子抽出物、及び
　ブドウ種子抽出物の各重量部に対して、乾燥量基準で、
　タウリン約１０から約１００重量部、及び
　ビタミンＣ、ビタミンＢ６、ビタミンＤ３、ビオチン及びマグネシウムからなる群から
選択される少なくとも１種類の追加の成分
を含む、組成物。
【請求項２】
　前記少なくとも１種類の追加の成分が、ブドウ種子抽出物の各重量部に対してビタミン
Ｃ約２から約２０重量部の量のビタミンＣを含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記ビタミンＣがアスコルビン酸マグネシウムの形で供給され、前記組成物が粉末ブド
ウ種子抽出物の各重量部に対して約４から約１２重量部のアスコルビン酸マグネシウムを
含む、請求項２に記載の組成物。
【請求項４】
　粉末ブドウ種子抽出物の各重量部に対して約０．２から約１．３重量部のビタミンＢ６
、粉末ブドウ種子抽出物の各重量部に対して約０．００５から約０．０３重量部のビオチ
ン、及び粉末ブドウ種子抽出物の各重量ミリグラムに対して約４から約３０ＩＵのビタミ
ンＤ３を含む、請求項３に記載の組成物。
【請求項５】
　請求項１に記載の組成物を約２から約２０グラム／日の量で摂取することを含む、ヒト
における高血圧を治療する方法。
【請求項６】
　前記組成物が約４から約１２グラム／日の量で摂取される、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記組成物が、ブドウ種子抽出物の重量に基づいて約５０から約５００ｍｇ／日の量で
摂取される、請求項５に記載の方法。
【請求項８】
　前記組成物が請求項４によって定義される、請求項６に記載の方法。
【請求項９】
　ビオチンと、ビタミンＢ６と、ビタミンＤ３と、ブドウ種子抽出物、ビタミンＣ、タウ
リン及びマグネシウムの少なくとも１種類とを含む組成物であって、前記組成物が、ビオ
チンの各ｍｇに対して約１５から約１００ｍｇのビタミンＢ６、及びビオチンの各ｍｇに
対して約３００から約２０００ＩＵのビタミンＤ３を含む、組成物。
【請求項１０】
　ビオチンの各ｍｇに対して約１５から約１００ｍｇの量のマグネシウムを含む、請求項
１０に記載の組成物。
【請求項１１】
　ビオチンの各ｍｇに対して約２５から約１５０ｍｇの量のブドウ種子抽出物を含む、請
求項１０に記載の組成物。
【請求項１２】
　ビオチンの各ｍｇに対して約１０００から約６０００ｍｇの量のタウリンを含む、請求
項１１に記載の組成物。
【請求項１３】
　ビオチンの各ｍｇに対して約１５０から約１０００ｍｇの量のビタミンＣを含む、請求
項１２に記載の組成物。
【請求項１４】
　ビオチン約０．２から約４ｍｇ／日を与える量で請求項９に記載の組成物をヒトに摂取
させることを含む、ヒトにおける高血圧を治療する方法。
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【請求項１５】
　請求項１３に記載の組成物が約２から約２０グラム／日の量で摂取される、請求項１４
に記載の方法。
【請求項１６】
　前記組成物が、前記ヒトにおける収縮期血圧を１４０ｍｍＨｇ未満に維持するのに十分
な量で摂取される、請求項１４に記載の方法。
【請求項１７】
　ビタミンＣと、ビタミンＢ６と、植物フラボノイド抽出物、ビオチン、タウリン、ビタ
ミンＤ３及びマグネシウムの少なくとも１種類とを含む組成物であって、前記組成物が、
ビタミンＢ６の各ｍｇに対して約５から約２５ｍｇのビタミンＣ、及び組成物の総重量に
基づいて約５から約４５重量パーセントのビタミンＣを含む、組成物。
【請求項１８】
　前記組成物の総重量に基づいて約５０から約９０重量パーセントのタウリンを含む、請
求項１７に記載の組成物。
【請求項１９】
　組成物の総重量に基づいて約５重量％未満の量のブドウ種子抽出物、ビオチン、ビタミ
ンＤ３及びマグネシウムを含む、請求項１８に記載の組成物。
【請求項２０】
　ビタミンＣ約３００から約２０００ｍｇ／日を与える量で請求項１７に記載の組成物を
ヒトに摂取させることを含む、ヒトにおける高血圧を治療する方法。
【請求項２１】
　さらに、タウリン約３，０００から約１２，０００ｍｇ／日を与える量で請求項１８に
記載の組成物をヒトに摂取させることを含む、請求項２０に記載の方法。
【請求項２２】
　さらに、約５０から約３００ｍｇ／日の量のブドウ種子抽出物、約２から約５００ｍｇ
／日の量のビタミンＢ６、約０．６から約４ｍｇ／日の量のビオチン、約６００から約４
０００ＩＵ／日の量のビタミンＤ３、及び約２から約５００ｍｇ／日の量のマグネシウム
を与えるように請求項１９に記載の組成物をヒトに摂取させることを含む、請求項２１に
記載の方法。
【請求項２３】
　組成物の総重量に基づいて約５０から約９０重量％のタウリン及び約５から約４５重量
％のビタミンＣを含み、残りが植物フラボノイド抽出物、ビタミンＢ６、ビオチン、ビタ
ミンＤ３及びマグネシウムからなる群から選択される少なくとも１種類の更なる構成要素
約１０重量％以下であり、前記更なる構成要素がいずれも約５重量％を超える量で存在し
ない、栄養補助食品組成物。
【請求項２４】
　タウリン及びビタミンＣ以外の構成要素の量が前記組成物の総重量に基づいて約５重量
％以下になる、請求項２３に記載の栄養補助食品組成物。
【請求項２５】
　ブドウ種子抽出物の形の植物フラボノイド抽出物、及びアスコルビン酸マグネシウムの
形のマグネシウムを含む、請求項２３に記載の栄養補助食品組成物。
【請求項２６】
　請求項２３に記載の組成物約２から約２０グラム／日の量を高血圧の人に摂取させるこ
とを含む、高血圧の人における血圧を低下させる方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　一態様においては、本発明は、ヒトにおける栄養補助食品を用いた高血圧の治療に関す
る。別の一態様においては、本発明は、経口摂取したときに高血圧症の治療に有用である
公知栄養補助食品の組合せを含む組成物に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　マルチビタミン剤は、一般に、多数のビタミン及び無機質を含む。その成分の一部は、
多量に摂取すると有害であり得る。例えば、マルチビタミン剤に一般に含まれる、ビタミ
ンＡなどの油溶性ビタミンやセレンなどの潜在的に有毒な無機質は、高用量で有害になり
得る。マルチビタミン剤中の成分の一部の潜在的毒性のために、マルチビタミン剤の使用
者は、血圧を調節する高用量の成分がもたらし得る血圧低下を経験するのに十分な複数の
一日のマルチビタミン剤を摂取するのを妨げられている。さらに、マルチビタミン剤は、
種々の成分の血圧低下能に基づいて処方されておらず、血圧を低下させることが知られて
いるが必須ビタミン及び無機質として分類されていない成分を含んでいない。
【０００３】
　血圧低下用に処方されていない複合サプリメントも同様の欠点がある。血圧を低下させ
ないが耐容量のうち高い割合を占める量で存在する成分によって、１日に安全に摂取でき
る複合サプリメント錠剤又はカプセル剤の総数が制限されている。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明の第１の実施形態においては、栄養補助食品組成物は、組成物の総重量に基づい
て、その主要な構成要素として、一般に約５０から約９０重量％のタウリン及び約５から
約４５重量％のビタミンＣを含み、残りが一般に約１０重量％以下、好ましくは約５重量
％以下のブドウ種子抽出物、ビタミンＢ６、ビオチン、ビタミンＤ３及びマグネシウムか
らなる群から選択される少なくとも１種類の更なる構成要素であり、前記更なる構成要素
がいずれも約５重量％を超える量で存在しないものとして記述される。約２から約２０グ
ラム／日の量で毎日摂取されるこの組成物は、高血圧の個体における血圧を低下させるの
に有効である。
【０００５】
　本発明の第２の実施形態においては、粉末ブドウ種子抽出物の各重量部に対して約１０
から約１００重量部のタウリン、並びにビタミンＣ、ビタミンＢ６、ビタミンＤ３、ビオ
チン及びマグネシウムからなる群から選択される少なくとも１種類の追加の成分を特徴と
する栄養補助食品組成物が提供される。この組成物は、約２から約２０グラム／日、好ま
しくは約４から約１２グラム／日の量の組成物を摂取することによって、ヒトにおける高
血圧を治療するのに有用である。ブドウ種子抽出物の量に基づいて、この組成物は、一般
に、約５０から約５００ｍｇ／日の量のブドウ種子抽出物を与えるように摂取される。
【０００６】
　本発明の第３の実施形態においては、栄養補助食品組成物は、ビオチンと、ビタミンＢ
６と、ビタミンＤ３と、植物フラボノイド抽出物、ビタミンＣ及びタウリンの少なくとも
１種類とから本質的になることを特徴とする。この組成物は、ビオチンの各ｍｇに対して
約１５から約１００ｍｇの量のビタミンＢ６、及びビオチンの各ｍｇに対して約３００か
ら約２０００ＩＵの量のビタミンＤ３を含む。この組成物は、約０．２から約４ｍｇ／日
のビオチンを与える量で経口摂取して高血圧症を治療することができる。
【０００７】
　本発明の第４の実施形態においては、ビタミンＣと、ビタミンＢ６と、植物フラボノイ
ド抽出物、ビオチン、タウリン、ビタミンＤ３及びマグネシウムのうち少なくとも１種類
とから本質的になる栄養補助食品組成物が提供される。この組成物は、一般に、ビタミン
Ｂ６の各ｍｇに対して約３から約２０ｍｇの量のビタミンＣを含み、組成物の総重量に基
づいて約５から約４５重量パーセントのビタミンＣを含む。ヒトにおける高血圧を治療す
るために、約３００から約２０００ｍｇ／日のビタミンＣを与える量でこの組成物を摂取
することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
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【図１】収縮期血圧に対する有効組成物とプラセボの摂取効果を６週間にわたり比較した
棒グラフである。
【図２】拡張期血圧に対する有効組成物とプラセボの摂取効果を６週間にわたり比較した
棒グラフである。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　本発明は、ヒトにおける高血圧症を治療するための経口摂取栄養補助食品組成物を提供
する。高血圧症とは、収縮期の値が１４０ｍｍＨｇを超えるか、又は拡張期の値が９０ｍ
ｍＨｇを超えることを意味する。本発明は、ヒトにおける高血圧前症の治療に使用するこ
ともできる。高血圧前症とは、収縮期の値が１３０を超えるか、又は拡張期の値が８５ｍ
ｍＨｇを超えることを意味する。高血圧性の試験においては、本発明は、収縮期及び／又
は拡張期の値を１０ｍｍＨｇ以上低下させるのに有効であることが示された。高血圧症又
は高血圧前症を治療するために、治療目的は、患者の収縮期及び拡張期血圧の少なくとも
一方、好ましくは両方を定義限界値未満に低下させることであろう。
【００１０】
　本発明の一実施形態による好ましい栄養補助食品組成物は、一般に以下の範囲のタウリ
ン、ビタミンＣ、ブドウ種子抽出物、ビタミンＢ６、ビオチン及びビタミンＤ３の１日量
を提供する。
　タウリン５００から１５，０００ｍｇ、
　ビタミンＣ１８０から２，５００ｍｇ、
　植物フラボノイド抽出物４０から４００ｍｇ、
　ビタミンＢ６　２から５００ｍｇ、
　ビオチン０．０５から５ｍｇ、及び
　ビタミンＤ３　１００から１０，０００ＩＵ。
【００１１】
　通常、好ましい栄養補助食品組成物は、以下の範囲の１日量を提供する。
　タウリン２，０００から１２，０００ｍｇ、
　ビタミンＣ３００から２，０００ｍｇ、
　ブドウ種子抽出物５０から３００ｍｇ、
　ビタミンＢ６　３０から２００ｍｇ、
　ビオチン０．４から４ｍｇ、及び
　ビタミンＤ３　６００から４，０００ＩＵ。
【００１２】
　好ましくは、好ましい栄養補助食品組成物は、以下の範囲の１日量を提供する。
　タウリン３，０００から９，０００ｍｇ、
　アスコルビン酸マグネシウムとしてビタミンＣ５００から１，５００ｍｇ、
　少なくとも５０重量％フェノール類を含むブドウ種子抽出物７５から２５０ｍｇ、
　ビタミンＢ６　５０から１５０ｍｇ、
　ビオチン１から３ｍｇ、及び
　ビタミンＤ３　１，０００から３，０００ＩＵ。
【００１３】
　試験結果が良好であった例示的な栄養補助食品組成物は、以下の１日量を提供した。
　タウリン６，０００ｍｇ、
　ビタミンＣ１，０００ｍｇ、
　ブドウ種子抽出物１５０ｍｇ、
　ビタミンＢ６　１００ｍｇ、
　ビオチン２ｍｇ、
　ビタミンＤ３　２，０００ＩＵ、及び
　マグネシウム８７ｍｇ。
【００１４】
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　栄養補助食品組成物は、錠剤、カプセル剤、散剤、液剤及びゲル剤からなる群から選択
される形態で経口摂取用に処方することができる。本明細書で示す成分量は、乾燥重量に
基づく。
【００１５】
　本発明の第１の実施形態においては、栄養補助食品組成物は、組成物の総重量に基づい
て、その主要な構成要素として、一般に約５０から約９０重量％のタウリン及び約５から
約４５重量％のビタミンＣを含み、残りが一般に約１０重量％以下、好ましくは約５重量
％以下のブドウ種子抽出物、ビタミンＢ６、ビオチン、ビタミンＤ３及びマグネシウムか
らなる群から選択される少なくとも１種類の更なる構成要素であり、前記更なる構成要素
がいずれも約５重量％を超える量で存在しないものとして記述される。
【００１６】
　本発明の第２の実施形態においては、粉末ブドウ種子抽出物の各重量部に対して約１０
から約１００重量部のタウリン、並びにビタミンＣ、ビタミンＢ６、ビタミンＤ３、ビオ
チン及びマグネシウムからなる群から選択される少なくとも１種類の追加の成分を特徴と
する栄養補助食品組成物が提供される。この組成物は、約２から約２０グラム／日、好ま
しくは約４から約１２グラム／日の量の組成物を経口摂取することによって、ヒトにおけ
る高血圧を治療するのに有用である。ブドウ種子抽出物の量に基づいて、この組成物は、
一般に、約５０から約５００ｍｇ／日のブドウ種子抽出物を与える量で摂取される。
【００１７】
　本発明の第２の実施形態における少なくとも１種類の追加の成分は、通常、少なくとも
ビタミンＣを含む。粉末ブドウ種子抽出物の各重量部に対して約２から約２０重量部の量
のビタミンＣが適切である。好ましくは、ビタミンＣは、アスコルビン酸マグネシウムの
形で、粉末ブドウ種子抽出物の各重量部に対してアスコルビン酸マグネシウム約４から約
１２重量部の量で提供される。
【００１８】
　ビタミンＣの血清レベルが内皮型一酸化窒素合成酵素活性の刺激を促進するのに十分で
あれば、ビタミンＣ約１８０ｍｇ／日の用量が適切であり得る。
【００１９】
　より好ましくは、本発明の第２の実施形態における組成物発明は、さらに、粉末ブドウ
種子抽出物の各重量部に対して約０．２から約１．３重量部のビタミンＢ６、粉末ブドウ
種子抽出物の各重量部に対して約０．００５から約０．０３重量部のビオチン、及び粉末
ブドウ種子抽出物の各重量ミリグラムに対して約４から約３０ＩＵのビタミンＤ３を少な
くとも１種類の追加の成分として含む。
【００２０】
　マグネシウムは、存在する場合、好ましくはブドウ種子抽出物の各重量部に対して約０
．２から２重量部の範囲である。
【００２１】
　本発明の第３の実施形態においては、栄養補助食品組成物は、ビオチンと、ビタミンＢ
６と、ビタミンＤ３と、植物フラボノイド抽出物、ビタミンＣ及びタウリンの少なくとも
１種類とから本質的になることを特徴とする。この組成物は、ビオチンの各ｍｇに対して
約１５から約１００ｍｇのビタミンＢ６、及びビオチンの各ｍｇに対して約３００から約
２０００ＩＵのビタミンＤ３を含む。
【００２２】
　ヒトにおける高血圧を治療するために、約０．２から約４ｍｇ／日のビオチンを与える
量でこの栄養補助食品組成物を摂取することができる。
【００２３】
　本発明の第３の実施形態の組成物は、一般に、植物フラボノイド抽出物、一般にブドウ
種子抽出物も含み、存在する場合、一般に、ビオチンの各ｍｇに対して約２５から約１５
０ｍｇの量である。この組成物は、通常、タウリンも含み、存在する場合、一般に、ビオ
チンの各ｍｇに対して約１０００から約６０００ｍｇの量である。この組成物は、好まし
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くは、ビタミンＣも含み、存在する場合、一般に、ビオチンの各ｍｇに対して約１５０か
ら約１０００ｍｇの量である。この組成物は、好ましくは、さらに、生物学的に適合した
形態のマグネシウムも含み、存在する場合、一般に、ビオチンの各ｍｇに対して約１５か
ら約１００ｍｇの量である。
【００２４】
　一般に、高血圧症を治療するために、約２から約２０グラム／日の組成物を、好ましく
は収縮期血圧を少なくとも１０ｍｍＨｇ低下させるのに十分な量で、毎日摂取する。
【００２５】
　本発明の第４の実施形態においては、ビタミンＣと、ビタミンＢ６と、植物フラボノイ
ド抽出物、ビオチン、タウリン、ビタミンＤ３及びマグネシウムのうち少なくとも１種類
とから本質的になる栄養補助食品組成物が提供される。この組成物は、一般に、ビタミン
Ｂ６の各ｍｇに対して約３から約２０ｍｇのビタミンＣを含み、組成物の総重量に基づい
て約５から約４５重量パーセントのビタミンＣで構成される。通常、この組成物は、組成
物の総重量に基づいて約５０％から約９０重量％の量のタウリンを含む。好ましくは、こ
の組成物は、組成物の総重量に基づいて約５重量％未満の検出可能な量の植物フラボノイ
ド抽出物、一般にブドウ種子抽出物、ビオチン、ビタミンＤ３及びマグネシウムを含む。
この組成物は、ヒトにおける高血圧の治療に使用することができる。一般に、ビタミンＣ
約３００から約２０００ｍｇ／日を与えるのに十分な量の組成物が摂取される。組成物が
さらにマグネシウムを含む場合、マグネシウム約３０から約２００ｍｇ／日がさらに提供
される。組成物がさらにタウリンを含む場合、タウリン約２，０００から約１２，０００
ｍｇ／日がさらに提供される。組成物がさらにブドウ種子抽出物を含む場合、ブドウ種子
抽出物約５０から約３００ｍｇが１日に提供される。組成物がさらにビタミンＢ６を含む
場合、ビタミンＢ６　約３０から約２００ｍｇが１日に提供される。組成物がさらにビオ
チンを含む場合、ビオチン約０．６から約４ｍｇが１日に提供される。組成物がさらにビ
タミンＤ３を含む場合、ビタミンＤ３　約６００から約４０００ＩＵが１日に提供される
。
【００２６】
　下記試験に用いた栄養補助食品組成物は、アスコルビン酸のマグネシウム塩から得られ
たマグネシウム８７ｍｇを毎日提供した。それだけに限定されないが、酸化マグネシウム
、硫酸マグネシウム、塩化マグネシウム、マグネシウムのアミノ酸キレート、炭酸マグネ
シウム、クエン酸マグネシウム、グルコン酸マグネシウム、リンゴ酸マグネシウムなどの
生物学的に適合した形態の別の形態のマグネシウムを使用することができた。
【００２７】
　ピリドキシンＨＣｌは、試験に用いたビタミンＢ６の形態であった。有効と考えられる
別の形態のビタミンＢ６としては、ピリドキサール５ホスファート及びピリドキシンアル
ファケトグルタラートが挙げられる。
【００２８】
　下記試験に用いたブドウ種子抽出物は、一般に、米国特許第７，６５１，７０７号に記
載のように調製された。この開示を参照により本明細書に援用する。しかし、抽出物は、
本発明に従って使用するために、米国特許第７，６５１，７０７号に記載の仕様に適合す
る必要はない。試験に用いた抽出物は、没食子酸エピカテキン（ｅｐｔｉｃａｔｅｃｈｉ
ｎ）、モノマー、二量体、三量体、四量体及び五量体を含めて、種々のフェノール化合物
を含む。どの化合物又は化合物群が血圧低下に寄与するかは知られていない。しかし、多
数の植物由来のフラボノイド型化合物は、血管拡張及び血圧低下を起こすことが知られて
いる内皮由来一酸化窒素（ＮＯ）の放出を刺激し得ることが知られている。本発明者らは
、内皮細胞に対してＮＯ放出を刺激する効果が報告された植物フラボノイド抽出物を選択
した。松樹皮、チョコレート、紅茶及び緑茶由来の別の抽出物は、内皮ＮＯを増加させる
ことが報告された。好ましい抽出物は、ブドウ種子に由来すると考えられるが、特許第７
，６５１，７０７号の仕様に適合させる必要は必ずしもない。
【実施例】
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　本発明を実施する効果を評価する試験を行った。
【００３０】
　試験設計の一部として、患者は、収縮期血圧１４０ｍｍＨｇ以上及び／又は拡張期血圧
９０ｍｍＨｇ以上の血圧値でなければならない。この値は、（正式には本態性高血圧症と
して知られる）動脈性高血圧症の定義に従うものである。血圧薬を服用していた患者は、
試験に選択される前の１か月間洗い流し（血圧薬の使用中止）しなければならない。患者
を診療所でスクリーニングして試験のために認定した。診療所には本試験を知らせなかっ
た。患者及び医療提供者に、有効薬又はプラセボを含む同一標識された瓶を渡した。血圧
値は、看護師によって記録された３つの血圧値の平均として得られた。患者は、診療所で
２週間ごとに測定する必要があった。患者が疾病を報告した場合（病気と思う、風邪若し
くはインフルエンザのような症候、又は片頭痛がある）、データは報告されなかった。患
者は、試験中、喫煙、コーヒーなどの生活様式を変えないように伝えられた。２つのロッ
ト番号を試験に使用して、プラセボ又は有効薬を識別した。患者は、試験中、同じロット
番号を継続した。２２名の患者に有効薬を投与した。測定は、第２週では２２名すべての
患者、第４週では２２名の患者のうち１７名、第６週では２２名のうち７名の患者に対し
てなされた。プラセボ群は、２０名の患者で開始された。１７名のプラセボ患者を第２週
に測定した（３名が試験から脱落した）。１７名のうち１６名を第４週に測定した。１７
名のうち１３名を第６週に測定した。試験から脱落した主な理由は、プラセボを使い切っ
たか、診療所に戻って試験しなかったか、又は疾病であった。
【００３１】
　試験された栄養補助食品組成物は、１日１回服用する混合散剤として与えられた。散剤
は、単一の１日量として、（１）アスコルビン酸マグネシウム（マグネシウムとアスコル
ビン酸の完全に緩衝された塩（ビタミンＣ）としてアスコルビン酸１０００ｍｇ及びマグ
ネシウム８７ｍｇを供給）、（２）ビタミンＢ６　１００ｍｇを与えるピリドキシンＨＣ
ｌ、（３）タウリン６グラム、（４）ビオチン２ｍｇ、（５）ビタミンＤ３　２０００国
際単位、及び（６）ブドウ種子抽出物１５０ｍｇを含んだ。散剤は、９ｃｃのさじを用い
て分配され、薬７．８グラム／日を与えた。
【００３２】
　図１は、第０、２、４及び６週の有効薬群とプラセボ群の観察平均収縮期血圧（Ｈｇの
ｍｍ）を比較したものである。有効薬群は、第２、４及び６週において、平均収縮期血圧
がプラセボ群よりも低かった。ベースラインからの有効薬群の平均改善は、第２週では－
１４ｍｍ、第４週では－１５ｍｍ、第６週では－１２ｍｍであった。プラセボ群の平均に
比べて、平均改善は、第２週では－４ｍｍ、第４週では－１４ｍｍ、第６週では－５ｍｍ
であった。
【００３３】
　図２は、第０、２、４及び６週の有効薬群とプラセボ群の観察平均拡張期血圧（Ｈｇの
ｍｍ）を比較したものである。有効薬群は、第２、４及び６週において、平均拡張期血圧
がプラセボ群よりも低かった。ベースラインからの有効薬群の平均改善は、第２週では－
１０ｍｍ、第４週では－１１ｍｍ、第６週では－９ｍｍであった。プラセボ群の平均に比
べて、平均改善は、第２週では－５ｍｍ、第４週では－５ｍｍ、第６週では－２ｍｍであ
った。



(9) JP 2015-535219 A 2015.12.10

【図１】

【図２】

【手続補正書】
【提出日】平成26年6月23日(2014.6.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　組成物の総重量に基づいて約５０から約９０重量％のタウリン及び約５から約４５重量
％のビタミンＣを含み、残りが植物フラボノイド抽出物、ビタミンＢ６、ビオチン、ビタ
ミンＤ３及びマグネシウムからなる群から選択される少なくとも１種類の更なる構成要素
約１０重量％以下であり、前記更なる構成要素がいずれも約５重量％を超える量で存在し
ない、栄養補助食品組成物。
【請求項２】
　前記少なくとも１種類の更なる構成要素の総量が、前記組成物の総重量に基づいて約５
重量％以下である、請求項１に記載の栄養補助食品組成物。
【請求項３】
　ブドウ種子抽出物の形の植物フラボノイド抽出物、及びアスコルビン酸マグネシウムの
形のマグネシウムを含む、請求項１に記載の栄養補助食品組成物。
【請求項４】
　前記ブドウ種子抽出物が粉末の形態であり、前記栄養補助食品組成物が、さらに、粉末
ブドウ種子抽出物の各重量部に対して約０．２から約１．３重量部のビタミンＢ６、粉末
ブドウ種子抽出物の各重量部に対して約０．００５から約０．０３重量部のビオチン、及
び粉末ブドウ種子抽出物の各重量ミリグラムに対して約４から約３０ＩＵのビタミンＤ３
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を含む、請求項３に記載の栄養補助食品組成物。
【請求項５】
　タウリン、アスコルビン酸マグネシウム、粉末ブドウ種子抽出物、ビタミンＢ６、ビオ
チン及びビタミンＤ３からなる請求項４に記載の栄養補助食品組成物。
【請求項６】
　請求項１に記載の栄養補助食品組成物約２から約２０グラム／日の量を高血圧の人に摂
取させることを含む、高血圧の人における血圧を低下させる方法。
【請求項７】
　前記栄養補助食品組成物が約４から約１２グラム／日の量で摂取される、請求項６に記
載の方法。
【請求項８】
　前記栄養補助食品組成物が、前記ヒトにおける収縮期血圧を１４０ｍｍＨｇ未満に維持
するのに十分な量で摂取される、請求項６に記載の方法。
【請求項９】
　ビタミンＣ約３００から約２０００ｍｇ／日を与える量で請求項１に記載の栄養補助食
品組成物をヒトに摂取させることを含む、ヒトにおける高血圧を治療する方法。
【請求項１０】
　タウリン約３，０００から約１２，０００ｍｇ／日を与える量で請求項１に記載の栄養
補助食品組成物をヒトに摂取させることを含む、ヒトにおける高血圧を治療する方法。
【請求項１１】
　タウリン２，０００から１２，０００ｍｇ／日、
　ビタミンＣ３００から２，０００ｍｇ／日、
　ブドウ種子抽出物５０から３００ｍｇ／日、
　ビタミンＢ６　３０から２００ｍｇ／日、
　ビオチン０．４から４ｍｇ／日、及び
　ビタミンＤ３　６００から４，０００ＩＵ／日
を与える量で請求項１に記載の栄養補助食品組成物をヒトに摂取させることを含む、ヒト
における高血圧を治療する方法。
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【国際調査報告】
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